林芙美子の「満州」体験 : 紀行文「凍れる大地」を中心に by 曾 婷婷
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
│
│
紀
行
文
「
凍
れ
る
大
地
」
を
中
心
に
│
│
曾
 
 
は
じ
め
に
「
宿
命
的
な
放
浪
者
」
と
呼
ば
れ
る
林
芙
美
子
（
一
九
〇
三
〜
一
九
五
一
）
の
年
譜
⑴
を
見
る
と
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
台
湾
、
中
国
大
陸
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
足
を
運
ん
だ
り
、
滞
在
し
た
り
し
て
い
て
、
そ
の
旅
の
多
さ
と
多
彩
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
林
芙
美
子
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
十
回
海
外
⑵
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
付
録
表
一
）。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
旅
も
あ
れ
ば
、
ペ
ン
部
隊
の
一
員
と
し
て
戦
場
へ
赴
き
、
文
化
使
節
と
し
て
軍
隊
慰
問
に
行
く
よ
う
な
従
軍
・
仕
事
関
係
の
渡
航
も
あ
る
。
こ
の
十
回
の
海
外
体
験
の
う
ち
、
通
過
し
た
地
域
も
含
め
る
と
、
中
国
大
陸
は
七
回
で
あ
り
、
軍
事
関
係
の
南
京
行
き
、
漢
口
一
番
乗
り
、「
満
州
」⑶
の
慰
問
を
除
く
と
、
四
回
は
個
人
的
な
旅
行
で
、
い
ず
れ
も
「
満
州
」
を
コ
ー
ス
の
中
に
入
れ
て
い
る
。
滞
在
期
間
（
付
録
表
二
）
か
ら
み
る
と
、
一
九
四
〇
年
の
北
満
旅
行
が
一
月
五
日
か
ら
二
月
三
日
ま
で
で
、
一
番
長
い
の
で
あ
る
。
そ
の
体
験
を
綴
っ
た
「
凍
れ
る
大
地
」
は
一
九
四
〇
年
実
業
之
日
本
社
の
『
新
女
苑
』
四
月
号
（
図
１
）
に
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、『
実
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
四
五
業
之
日
本
社
百
年
史
』
に
よ
る
と
、「『
新
女
苑
』
に
載
っ
た
林
芙
美
子
の
「
凍
れ
る
大
地
」（
図
２
）
が
、「
王
道
楽
土
の
満
州
を
、 
凍
れ
る
大
地

と
は
何
事
か
」
と
、
陸
軍
報
道
部
の
鈴
木
庫
三
中
佐
か
ら
厳
重
な
抗
議
を
受
け
た
」⑷
と
記
さ
れ
て
い
る
。
出
版
統
制
は
強
化
さ
れ
、
婦
人
雑
誌
の
記
事
検
閲
を
皮
切
り
に
、
娯
楽
誌
、
児
童
誌
へ
と
、
内
務
省
の
「
雑
誌
浄
化
運
動
」
が
進
ん
だ
一
九
四
〇
年
前
後
は
言
論
自
由
の
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
そ
の
軍
の
顰
蹙
を
買
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、
一
九
四
一
年
一
月
に
出
版
さ
れ
た
林
芙
美
子
の
『
随
筆
』（
秩
父
書
房
）
図
１
『
新
女
苑
』
昭
和
一
五
年
四
月
特
別
号
（
装
画
・
小
磯
良
平
）
図
２
陸
軍
報
道
部
か
ら
厳
重
な
抗
議
を
受
け
た
林
芙
美
子
の
「
凍
れ
る
大
地
」（『
新
女
苑
』
昭
和
一
五
年
四
月
号
）
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
四
六
に
所
収
さ
れ
た
同
作
品
は
「
満
州
│
│
冬
の
満
州
紀
行
」
に
改
題
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
中
公
文
庫
が
出
版
し
た
『
戦
線
』（
二
〇
〇
六
年
七
月
）
に
併
録
さ
れ
る
「
凍
れ
る
大
地
」
の
ほ
か
に
は
、
筆
者
の
調
べ
る
限
り
で
は
、
文
泉
堂
版
全
集
を
は
じ
め
、
ど
の
全
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
、
単
行
本
へ
の
収
録
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
川
英
子
が
こ
の
作
品
を
以
下
の
よ
う
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。「
こ
の
紀
行
文
に
は
か
つ
て
の
自
由
奔
放
で
闊
達
な
描
写
は
み
ら
れ
な
い
。
季
節
が
極
寒
の
満
州
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
従
軍
を
経
て
、
芙
美
子
の
感
性
は
情
緒
性
の
か
っ
た
も
の
か
ら
思
索
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
」⑸
。
本
稿
の
課
題
は
、
こ
の
紀
行
文
「
凍
れ
る
大
地
」
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
林
芙
美
子
の
四
回
目
の
「
満
州
」
旅
行
を
改
め
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
極
寒
の
「
北
満
」
へ
渡
る
林
芙
美
子
の
動
機
は
何
か
、
彼
女
の
目
に
映
じ
た
「
満
州
」
は
ど
ん
な
風
景
を
呈
し
た
の
か
、
そ
こ
に
い
る
日
本
人
は
ま
た
ど
ん
な
生
活
を
し
た
の
か
、
林
芙
美
子
の
当
時
の
「
満
州
」
に
対
す
る
認
識
の
あ
り
よ
う
を
検
討
し
、
さ
ら
に
「
満
州
」
を
始
め
、
日
本
の
植
民
地
に
対
す
る
彼
女
の
思
索
に
も
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。
一
、
凍
れ
る
大
地
に
求
め
た
も
の
１
、
十
年
ぶ
り
の
「
北
満
」
こ
こ
で
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
の
経
緯
に
つ
い
て
、
ひ
と
ま
ず
ま
と
め
て
お
く
。
一
九
三
〇
年
七
月
、
改
造
社
よ
り
新
鋭
文
学
叢
書
の
一
冊
で
あ
る
『
放
浪
記
』
が
刊
行
さ
れ
、
非
常
な
好
評
を
博
し
、
べ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
林
芙
美
子
は
文
壇
に
躍
り
出
た
の
で
あ
る
。
そ
の
印
税
で
生
涯
初
め
て
の
中
国
旅
行
を
実
現
し
た
。
八
月
二
〇
日
か
ら
一
ヶ
月
の
旅
行
を
終
え
て
、
一
一
月
に
発
表
し
た
「
哈
爾
賓
散
歩
」（『
改
造
』
一
九
三
〇
年
一
一
月
）
に
「
満
州
で
は
北
方
が
い
い
、
無
論
、
そ
の
中
に
ハ
ル
ピ
ン
が
あ
る
か
ら
、
又
来
年
は
冬
の
ハ
ル
ピ
ン
を
見
に
行
か
う
と
思
つ
て
ゐ
る
」⑹
と
結
ん
だ
。
そ
し
て
、
翌
一
九
三
一
年
一
一
月
に
、
本
当
に
そ
う
願
っ
て
い
た
よ
う
に
、
ハ
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
四
七
ル
ピ
ン
を
経
由
し
て
、
巴
里
へ
の
旅
に
出
か
け
た
。
三
回
目
の
一
九
三
六
年
の
中
国
旅
行
は
主
に
北
京
に
滞
在
し
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
紀
行
文
は
北
京
を
中
心
に
す
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。「
満
州
」
に
つ
い
て
の
言
説
は
調
べ
る
限
り
で
は
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、「
凍
れ
る
大
地
」
に
あ
る
「
片
田
舎
の
よ
う
な
淋
し
い
長
春
時
代
か
ら
、
現
在
、
人
口
十
万
に
な
っ
て
い
る
新
京
の
こ
の
発
展
し
た
大
都
会
の
歴
史
は
、
十 
年 
の 
歳 
月 
を 
経 
て 
眺
め
た
だ
け
に
、
私
に
は
明
日
の
見
物
が
愉
し
み
な
お
も
い
で
あ
る
。」（
傍
点
は
筆
者
以
下
同
）⑺
と
い
う
一
文
か
ら
推
測
す
る
と
、
一
九
三
六
年
の
旅
に
お
い
て
、
彼
女
は
北
京
へ
行
く
に
は
、
長
春
・
ハ
ル
ピ
ン
な
ど
「
満
州
」
の
北
の
方
で
は
な
く
、
南
を
経
由
し
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
四
〇
年
の
四
回
目
の
「
満
州
」
旅
行
は
正
確
に
言
え
ば
、「
北
満
」
で
あ
る
。
林
芙
美
子
が
訪
れ
た
町
は
、
主
に
新
京
（
長
春
）・
牡
丹
江
・
佳
木
斯
・
宝
清
・
綏
芬
河
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
「
満
州
」
の
北
に
あ
る
、
冬
は
寒
さ
が
と
て
も
厳
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
林
芙
美
子
が
一
月
と
い
う
「
満
州
」
の
一
番
寒
い
時
期
に
旅
に
出
掛
け
た
の
は
な
ぜ
か
、
そ
も
そ
も
の
動
機
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。
マ
マ
新 
京 
が 
ま 
だ 
長 
春 
と 
云 
つ 
て 
ゐ 
る 
頃 
、
昭
和
三
年
の
夏
か
ら
秋
へ
か
け
て
、
私
は
満
州
を
旅
行
し
た
事
が
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
私
が
満
州
へ
来
た
の
も
古
い
話
だ
（
二
九
六
頁
）
こ
こ
に
あ
る
「
昭
和
三
年
」
は
ミ
ス
印
刷
か
、
芙
美
子
が
作
っ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
が
判
明
で
き
な
い
が
、
事
実
で
は
な
い
。
は
じ
め
て
「
満
州
」
を
訪
れ
た
の
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
四
〇
年
、「
十
年
の
光
陰
が
矢
の
如
き
」（
二
九
四
頁
）、「
満
州
国
」
が
建
国
さ
れ
る
前
、「
新
京
が
ま
だ
長
春
と
云
つ
た
」
と
林
芙
美
子
が
深
く
回
想
し
た
よ
う
に
、
変
遷
し
た
長
春
、
更
に
北
の
「
満
州
」
を
見
た
い
こ
と
は
ま
ず
こ
の
旅
行
の
動
機
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
四
八
２
、「
北
満
」
に
い
る
日
本
人
へ
の
関
心
一
九
四
〇
年
一
月
七
日
の
『
満
州
日
日
新
聞
』
で
は
「
本
当
の
満
州
は
冬
に
見
る
べ
し
林
芙
美
子
来
満
」
と
い
う
記
事
で
、
林
芙
美
子
の
渡
満
が
報
じ
ら
れ
た
。「
私
は
冬
行
つ
て
こ
そ
本
当
の
満
州
が
判
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
ゐ
ま
す
、
今 
度 
は 
各 
移 
民 
地 
の 
生 
活 
や 
厳 
寒 
の 
国 
境 
で 
働 
く 
兵 
隊 
さ
ん
た
ち
と
生
活
を
一
緒
に
し
て
そ
の
苦
労
を
味
わ
い
た
い
と
考
え
て
ゐ
ま
す
」
と
林
芙
美
子
が
自
ら
語
っ
た
。『満
州
年
鑑
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
一
九
九
九
年
）
に
よ
る
と
、
一
九
三
六
年
八
月
、
広
田
弘
毅
内
閣
は
対
満
移
民
政
策
「
二
〇
箇
年
百
万
戸
開
拓
民
送
出
計
画
」
な
ど
七
大
重
要
国
策
を
決
定
し
、
移
民
団
が
各
地
で
結
成
さ
れ
、
農
業
研
修
や
軍
事
訓
練
を
受
け
、「
北
辺
守
備
」
と
い
う
目
的
も
あ
っ
て
「
満
州
開
拓
武
装
移
民
団
（
満
蒙
開
拓
団
）」
と
し
て
ソ
満
国
境
の
「
満
州
」
に
配
備
さ
れ
た
。
移
民
地
は
、
ソ
満
国
境
や
満
州
中
核
都
市
の
外
縁
部
が
多
い
。
ま
た
、
中
日
戦
争
の
戦
火
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
徴
兵
前
の
少
年
が
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と
し
て
「
満
州
」
に
も
送
り
出
さ
れ
た
。
彼
ら
は
農
業
実
習
と
と
も
に
軍
事
教
練
を
受
け
、
軍
事
的
観
点
か
ら
主
に
ソ
連
国
境
に
近
い
満
州
北
部
が
入
植
先
に
選
ば
れ
た
。
こ
う
し
て
、「
満
州
」
の
植
民
地
化
が
進
め
ら
れ
る
中
、
様
々
な
日
本
人
が
こ
の
政
策
に
組
み
込
ま
れ
て
、「
北
満
」
に
移
住
し
た
。
林
芙
美
子
の
旅
行
行
程
（
付
録
表
二
）
か
ら
見
る
と
、
こ
の
移
住
民
た
ち
の
生
活
現
状
を
視
察
す
る
こ
と
を
彼
女
が
既
に
意
識
の
中
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
、
仕
事
で
も
な
く
、
軍
事
関
係
で
も
な
く
、
個
人
的
な
視
察
で
あ
る
。「
私
は
今
度
の
旅
行
で
は
、
材
料
を
あ
つ
め
る
と
か
、
人
か
ら
き
き
書
き
と
か
は
す
ま
い
と
お
も
つ
た
。
一
旅
行
者
と
し
て
の
自
分
の
歩
い
た
道
だ
け
を
書
い
て
み
た
い
」（
三
〇
〇
頁
）
と
彼
女
は
願
っ
て
い
る
。
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
四
九
３
、
旅
に
よ
る
精
神
純
化
の
追
求
私
は
こ
の
ご
ろ
の
弱
ま
つ
た
気
持
ち
や
、
懶
惰
な
生
活
に
溺
れ
て
ゐ
る
事
を
反
省
す
る
た
め
に
、
寒
気
厳
し
い
北
満
の
風
土
や
生
活
を
、
誰
に
も
案
内
を
さ
れ
な
い
で
、
私
は
私
の
目
で
私
の
心
で
だ
け
じ
つ
と
視
察
し
て
来
よ
う
と
本
当
は
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
た
。（
二
九
三
頁
）
「
凍
れ
る
大
地
」
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
記
述
で
あ
る
。
反
省
す
べ
き
「
弱
ま
っ
た
気
持
ち
」、「
懶
惰
な
生
活
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
た
め
に
、
こ
こ
で
、
旅
行
が
実
現
し
た
直
前
の
一
九
三
九
年
と
い
う
段
階
の
芙
美
子
の
実
像
を
再
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
一
九
三
七
年
七
月
七
日
、
日
本
が
北
京
南
西
郊
外
で
盧
溝
橋
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
日
中
全
面
戦
争
が
勃
発
し
た
。
そ
ん
な
中
、
林
芙
美
子
は
二
回
中
国
戦
場
へ
赴
い
た
。
ま
ず
、
一
九
三
七
年
一
二
月
三
一
日
の
南
京
陥
落
に
際
し
て
、「
毎
日
新
聞
」
の
特
派
員
と
し
て
現
地
を
視
察
し
た
。
翌
一
九
三
八
年
九
月
に
「
ペ
ン
部
隊
」
の
一
員
と
し
て
上
海
に
渡
っ
た
後
、
一
〇
月
に
「
漢
口
一
番
乗
り
」
を
果
た
し
て
、
一
躍
メ
デ
ィ
ア
の
ス
タ
ー
に
躍
り
出
た
。
そ
の
従
軍
活
動
は
、「
戦
線
」「
北
岸
部
隊
」
を
産
ん
だ
。
女
流
作
家
と
し
て
、
注
目
を
浴
び
た
が
、
日
中
戦
争
開
始
か
ら
二
年
を
経
た
、「
北
満
州
」
旅
行
の
直
前
一
九
三
九
年
一
一
月
に
刊
行
し
た
随
筆
集
『
心
境
と
風
格
』（
創
元
社
）
に
収
め
ら
れ
た
「
事
変
の
思
い
出
」
の
冒
頭
に
は
こ
ん
な
言
葉
が
あ
る
。
事
変
も
二
周
年
を
む
か
へ
た
け
れ
ど
、
此
頃
に
な
つ
て
、
私
は
妙
に
不
安
な
も
の
を
感
じ
て
仕
方
が
な
い
。
新
聞
を
読
ん
で
も
、
ど
の
新
聞
に
も
熱
意
が
な
い
し
、
政
府
は
国
民
に
命
令
ば
か
り
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
精
動
と
か
、
国
民
精
神
総
動
員
と
か
、
む
つ
か
し
い
言
葉
ば
か
り
生
ま
れ
て
来
て
ゐ
る
。
…
（
中
略
）
…
私
の
家
も
主
人
が
出
征
し
て
二
周
年
を
迎
へ
た
。
…
（
中
略
）
…
漢
口
が
陥
落
し
た
ら
、
こ
の
戦
ひ
も
一
息
だ
ろ
う
と
思
つ
て
ゐ
た
け
れ
ど
、
武
漢
攻
略
に
な
つ
て
か
ら
も
、
広
東
、
海
南
島
、
汕
頭
、
と
戦
況
は
め
ざ
ま
し
く
進
ん
で
い
つ
て
ゐ
る
。⑻
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
五
〇
長
く
続
い
た
戦
争
に
対
し
て
、
林
芙
美
子
は
不
安
と
嫌
悪
感
を
持
ち
始
め
る
こ
と
が
一
瞥
で
き
る
。
漢
口
攻
略
戦
は
ひ
と
ま
ず
日
本
軍
の
勝
利
の
う
ち
に
終
わ
っ
て
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
三
五
歳
の
林
芙
美
子
も
人
気
の
絶
頂
に
登
り
つ
め
る
。
し
か
し
、
日
本
側
の
短
期
決
着
の
計
画
は
は
ず
れ
、
こ
の
日
中
戦
争
は
長
期
戦
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
争
に
対
す
る
疑
問
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
が
彼
女
に
は
芽
生
え
始
め
、
戦
争
が
も
た
ら
し
た
一
種
の
も
ど
か
し
さ
が
既
に
存
在
し
て
い
た
。
彼
女
は
極
寒
の
「
満
州
」
へ
旅
に
出
た
の
で
あ
る
。「
凍
れ
る
大
地
」
に
は
こ
ん
な
一
節
が
あ
る
。
私
は
チ
ン
ダ
ル
の
「
氷
河
」
を
思
い
出
し
て
、
樹
海
の
や
う
な
大
森
林
が
、
白
く
凍
つ
て
ゐ
る
姿
を
見
た
い
と
思
つ
た
。
体
の
健
康
は
あ
ま
り
良
い
方
で
は
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
私
の
心
の
中
の
宿
命
と
で
も
云
ふ
や
う
な
、
破
れ
る
や
う
な
感
傷
が
、
私
に
天
な
り
命
な
り
の
情
熱
を
波
立
た
せ
て
く
れ
る
。
私
は
地
図
を
眺
め
な
が
ら
、
何
の
悲
哀
も
沸
い
て
来
な
い
の
に
瞼
を
涙
で
熱
く
し
て
ゐ
た
。（
三
〇
六
頁
）
北
極
の
河
と
平
原
が
酷
烈
な
氷
に
閉
ざ
さ
れ
る
記
録
で
あ
る
チ
ン
ダ
ル
『
氷
河
』
と
い
う
作
品
を
思
い
出
し
、
中
に
あ
る
「
一
人
の
科
学
者
が
、
氷
河
の
遅
遅
と
し
た
流
れ
を
研
究
す
る
為
に
、
二
年
も
三
年
も
氷
河
を
見
守
つ
て
ゐ
る
」
生
活
に
林
芙
美
子
は
感
動
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
涙
は
感
動
と
感
傷
に
溢
れ
る
情
熱
の
涙
で
あ
る
。
そ
の
情
熱
は
、
一
面
に
白
く
凍
っ
て
い
る
樹
海
の
よ
う
な
大
森
林
と
い
う
大
自
然
へ
の
畏
敬
、
更
に
そ
こ
に
い
る
科
学
者
と
い
う
人
間
へ
の
尊
敬
に
よ
っ
て
沸
い
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
四
年
六
月
中
旬
、
樺
太
か
ら
北
海
道
に
か
け
て
の
旅
を
綴
っ
た
「
摩
周
湖
紀
行
」⑼
で
、
林
芙
美
子
は
「
私
は
此
一
月
あ
ま
り
の
北
へ
の
旅
で
、
何
だ
か
、
湖
と
平
野
と
沼
地
と
森
林
ば
か
り
を
見
て
く
ら
し
て
ゐ
る
や
う
だ
。
陽
気
に
な
り
つ
つ
あ
る
」⑽
と
旅
を
振
り
返
っ
た
。
北
方
、
森
林
│
│
北
海
道
と
「
満
州
」
は
こ
の
二
点
で
連
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
林
芙
美
子
に
感
銘
を
与
え
た
。
野
乃
宮
紀
子
が
こ
の
「
摩
周
湖
紀
行
」
を
評
価
す
る
時
、「
旅
は
、
林
芙
美
子
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
旅
は
、
日
常
の
中
で
付
着
し
た
雑
念
や
し
が
ら
み
と
言
っ
た
不
純
物
を
、
さ
っ
ぱ
り
洗
い
流
し
て
く
れ
る
浄
化
作
用
な
の
で
あ
る
。」⑾
と
そ
の
感
銘
の
根
元
を
指
摘
し
て
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
五
一
い
る
。
「
列
風
だ
の
、
流
水
だ
の
、
雨
、
雪
、
厳
し
い
寒
気
、
そ
ん
な
も
の
が
、
暖
国
に
生
ま
れ
た
私
達
の
神
経
に
ど
の
や
う
な
「
作
用
」
を
す
る
か
」（
三
〇
七
頁
）
と
い
う
こ
と
を
求
め
て
、「
い
ま
、
一
番
寒
い
、
も
の
み
な
凍
れ
る
真
冬
の
満
州
に
来
て
ゐ
る
。
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
、
東
部
の
土
地
々
々
を
歩
い
て
み
た
い
」（
三
〇
七
頁
）
と
彼
女
は
思
っ
た
。
暖
国
に
い
る
林
芙
美
子
は
厳
寒
の
「
満
州
」
の
旅
に
出
か
け
た
。
二
年
間
続
い
て
い
た
戦
争
が
も
た
ら
し
た
も
ど
か
し
さ
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
弱
ま
っ
た
気
持
ち
」、「
懶
惰
な
生
活
」
を
反
省
し
、
自
分
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
旅
で
も
あ
る
。
二
、「
満
州
」
の
風
物
１
、
極
寒
の
大
地
を
味
わ
う
「
急
に
薄
荷
水
の
中
へ
顔
を
つ
つ
こ
ん
だ
や
う
に
、
眼
か
ら
鼻
か
ら
涙
や
鼻
水
が
出
て
く
る
」（
二
九
四
頁
）、「
頬
に
は
針
で
さ
す
よ
う
な
寒
気
を
感
じ
た
」（
三
〇
一
頁
）
の
よ
う
な
描
写
か
ら
、
極
寒
の
「
満
州
」
が
想
像
で
き
る
。
宝
清
を
訪
れ
た
一
月
一
八
日
の
気
温
は
零
下
二
七
度
で
あ
る
（
三
二
二
頁
）
と
「
凍
れ
る
大
地
」
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
林
芙
美
子
は
そ
の
寒
さ
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
風
邪
を
引
い
た
り
、
空
気
が
乾
燥
し
、
喉
が
痛
く
な
り
、
目
が
濁
っ
た
り
も
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
は
「
満
州
」
の
寒
さ
を
心
で
味
わ
っ
た
。
こ
の
部
屋
で
は
、
二
重
の
間
を
冷
蔵
庫
代
用
に
使
つ
て
お
ら
れ
た
け
れ
ど
、
サ
イ
ダ
ー
な
ん
か
、
こ
の
窓
へ
出
し
て
置
く
と
、
す
ぐ
ガ
ラ
ガ
ラ
に
凍
り
つ
い
て
し
ま
ふ
。
ス
チ
ー
ム
で
熱
つ
ぽ
く
な
つ
て
ゐ
る
時
に
、
こ
の
凍
つ
た
サ
イ
ダ
ー
瓶
を
ガ
ラ
ガ
ラ
鳴
し
な
が
ら
飲
む
の
は
と
て
も
愉
し
い
も
の
だ
。（
三
二
七
頁
）
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
五
二
寒
い
「
満
州
」
な
ら
で
は
の
サ
イ
ダ
ー
の
飲
み
方
を
彼
女
は
愉
し
く
体
験
し
て
い
る
。「
氷
結
し
て
い
る
厳
し
い
寒
さ
の
此
地
方
に
非
常
に
魅
力
を
持
つ
た
」（
三
〇
六
頁
）
と
彼
女
は
言
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
春
の
訪
れ
が
一
層
あ
り
が
た
く
「
希
望
」
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
。
夏
に
な
つ
て
、
こ
の
凍
れ
る
地
下
十
尺
の
底
か
ら
噴
き
上
げ
る
草
木
の
色
彩
の
美
し
さ
は
ど
ん
な
に
鮮
や
か
で
美
し
い
事
で
あ
ろ
う
か
。
松
花
江
、
嫩
江
流
域
の
大
平
野
の
緑
は
、
長
い
冬
を
越
え
た
満
州
の
人
々
に
は
、
随
分
待
ち
遠
し
い
、
大 
き 
な 
「
希 
望 
」
で
あ
ろ
う
と
思
う
。（
三
〇
七
頁
）
花
々
の
咲
く
春
の
こ
ろ
に
は
、
こ
の
厳
し
い
酷
烈
な
凍
れ
る
大
地
が
、
ど
の
よ
う
な
変
貌
を
示
す
か
が
見
た
い
と
思
う
。
地
の
底
深
く
凍
っ
た
大
地
か
ら
、
芽
を
吹
く
花
々
の
花
瓣
の
色
は
さ
だ
め
し
美
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。（
三
四
一
頁
）
凍
れ
る
大
地
が
ぬ
る
む
と
、
活
気
と
色
彩
に
満
ち
る
大
地
の
変
貌
を
何
回
も
林
芙
美
子
は
想
像
し
た
。「
坦
々
と
し
て
、
自
分
の
生
活
を
生
活
し
て
ゐ
る
満
人
の
世
界
は
、
旅
行
者
の
私
に
は
何
か
し
ら
魅
力
を
感
じ
る
。
暖
く
な
る
日
を
待
つ
て
生
活
し
て
ゐ
る
民
衆
の
強
さ
は
、
将
来
ど
ん
な
風
な
結
果
を
生
む
で
あ
ろ
う
か
」（
三
一
三
頁
）
と
、
厳
し
い
自
然
と
闘
い
な
が
ら
、
こ
の
地
に
代
々
継
い
で
生
き
抜
い
て
き
た
中
国
人
の
強
さ
も
芙
美
子
は
素
直
に
賛
美
し
て
い
る
。
一
方
、
満
州
の
土
地
は
、「
あ
ら
ゆ
る
民
族
を
蹴
散
ら
し
て
残
忍
な
、
無
限
流
露
の
地
貌
を
表
し
て
ゐ
る
」（
三
〇
七
頁
）
と
芙
美
子
は
形
容
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
満
州
の
「
自
然
風
物
の
歴
史
を
研
究
し
な
い
で
、
隣
り
の
馬
に
で
も
乗
り
う
つ
る
や
う
な
気
楽
さ
で
は
大
変
な
眼
に
あ
ふ
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
寒
暑
の
差
の
厳
し
い
こ
の
大
自
然
は
、
仲
々
油
断
の
な
ら
な
い
汗
馬
だ
と
も
思
ふ
。」（
三
〇
七
頁
）
と
満
州
の
厳
し
さ
が
述
べ
ら
れ
る
。
代
々
生
き
継
い
だ
中
国
人
に
比
べ
、
満
州
の
歴
史
や
風
土
も
研
究
し
な
い
で
、
新
し
く
や
っ
て
き
た
日
本
人
は
き
っ
と
い
ろ
い
ろ
苦
労
す
る
だ
ろ
う
と
芙
美
子
は
予
言
し
て
い
る
。「
王
道
楽
土
の
満
州
を
、 
凍
れ
る
大
地

と
は
何
事
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
五
三
か
」
と
、
陸
軍
報
道
部
か
ら
抗
議
を
受
け
た
の
も
こ
れ
と
関
係
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
２
、
松
花
江
│
│
「
満
州
」
の
大
動
脈
・「
河
を
持
つ
た
街
は
魅
力
が
あ
る
。」（
三
〇
四
頁
）
・「
水
の
あ
る
土
地
に
は
希
望
が
あ
る
。」（
三
一
八
頁
）
・「
河
の
あ
る
都
会
は
私
は
好
き
だ
。」（
三
四
一
頁
）
林
芙
美
子
は
「
凍
れ
る
大
地
」
に
お
い
て
、
河
へ
の
愛
着
を
何
回
も
語
っ
た
。
そ
の
河
は
「
松
花
江
」
の
こ
と
で
あ
る
。
む
か
し
、
こ
の
地
に
入
っ
た
ロ
シ
ア
人
が
ス
ン
ガ
リ
と
呼
ん
だ
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
日
本
、
殊
に
「
満
州
国
」
時
代
の
日
本
人
の
間
で
も
ス
ン
ガ
リ
川
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
（
フ
リ
ー
百
科
事
典
に
よ
り
）。
一
九
三
〇
年
の
中
国
大
陸
旅
行
を
綴
っ
た
紀
行
文
「
愉
快
な
る
地
図
│
│
大
陸
へ
の
一
人
旅
」（『
女
人
芸
術
』
一
九
三
〇
年
一
一
月
）
に
お
い
て
も
、
林
芙
美
子
が
「
ス
ン
ガ
リ
（
松
花
江
）
の
向
う
の
太
陽
島
の
別
荘
地
帯
」⑿
と
、「
ス
ン
ガ
リ
」
と
い
う
呼
び
方
を
用
い
、「
松
花
江
」
と
括
弧
を
つ
け
て
説
明
し
た
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
フ
リ
ー
百
科
事
典
で
は
、「
大
き
な
船
の
航
行
が
可
能
な
国
際
河
川
で
、
中
国
東
北
部
の
物
流
の
幹
線
で
も
あ
る
。
流
域
に
は
吉 
林 
市 
、
ハ 
ル 
ビ 
ン 
市 
、
ジ 
ャ 
ム 
ス 
市 
な
ど
の
大
都
会
を
有
し
」
と
松
花
江
の
概
観
、
沿
岸
の
三
大
都
市
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
河
は
ま
ず
ハ
ル
ピ
ン
を
流
れ
て
い
る
（
前
節
「
十
年
ぶ
り
の
北
満
」）。
ま
た
、「
凍
れ
る
大
地
」
の
最
後
で
は
、
綏
芬
河
に
向
う
と
き
、「
私
は
ま
た
、
松
花
江
の
佳
木
斯
へ
逆
も
ど
り
を
し
た
い
や
う
な
気
持
ち
で
あ
つ
た
」（
三
四
一
頁
）
と
、
松
花
江
へ
の
未
練
を
綴
っ
て
い
た
。
も
う
一
つ
の
都
市
「
吉
林
市
」
は
筆
者
の
故
郷
で
あ
り
、
人
々
に
愛
さ
れ
る
松
花
江
が
流
れ
て
い
る
か
ら
、「
江
城
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
小
さ
い
と
き
か
ら
、
松
花
江
に
馴
染
み
、
成
長
し
て
き
た
筆
者
が
、「
凍
れ
る
大
地
」
を
読
ん
だ
と
き
、
林
芙
美
子
の
研
究
者
、
今
川
英
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
五
四
子
氏
が
「
研
究
を
す
す
め
て
い
く
と
、
不
思
議
な
ほ
ど
に
、
様
々
な
縁
や
出
会
い
が
あ
り
、
広
が
っ
て
い
ま
す
。」⒀
と
述
べ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
よ
り
深
く
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
吉
林
市
に
は
、
林
芙
美
子
が
実
際
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
証
拠
が
な
い
の
だ
が
、
こ
の
「
北
満
」
旅
行
が
な
さ
れ
た
同
一
九
四
〇
年
の
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、「
婦
人
公
論
」
に
連
載
し
た
小
説
「
十
年
間
」
で
は
、
「
吉
林
市
」
は
、
大
学
を
出
て
、
日
本
で
就
職
で
き
ず
、
仕
方
な
く
「
満
州
」
へ
流
れ
て
行
く
主
人
公
鉄
雄
の
勤
め
先
と
し
て
登
場
し
た
。
鉄
雄
は
は
じ
め
吉
林
市
の
近
く
の
蛟
河
（
現
吉
林
市
の
四
県
級
市
の
一
つ
、
松
花
江
と
紅
葉
で
知
ら
れ
て
い
る
）
の
「
満
鮮
材
木
会
社
出
張
所
」
で
働
き
、
三
年
後
吉
林
市
に
転
任
し
た
。
鉄
雄
は
吉
林
が
好
き
で
あ
っ
た
。
周
囲
は
山
で
繞
ら
さ
れ
て
、
天
然
の
都
邑
と
し
て
、
こ
こ
は
古
く
か
ら
の
美
し
い
土
地
で
あ
る
。
水
路
と
し
て
は
松
花
江
が
悠
々
と
し
て
流
れ
て
い
た
。
こ
の
松
花
江
か
ら
流
す
材
木
は
、
…（
中
略
）…
何
億
万
石
と
推
定
さ
れ
る
ほ
ど
の
豊
富
な
量
で
あ
っ
た
⒁
と
松
花
江
に
対
す
る
愛
着
を
林
芙
美
子
が
主
人
公
に
託
し
て
描
い
た
。
「
凍
れ
る
大
地
」
で
は
、
林
芙
美
子
が
「
海
の
よ
う
な
川
」、「
満
州
の
大
動
脈
」
な
ど
の
表
現
を
用
い
、
松
花
江
の
姿
を
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
松
花
江
の
魅
力
は
河
そ
れ
自
体
以
外
に
、
そ
の
沿
岸
に
あ
る
豊
饒
な
農
産
物
、
ま
た
「
松
花
江
で
は
、
鯉
だ
の
、
 
と
い
う
魚
は
よ
く
釣
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
河
魚
は
支
那
料
理
に
す
る
と
独
得
の
味
が
あ
っ
て
お
い
し
い
」（
三
二
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
河
に
育
ま
れ
て
い
る
漁
業
資
源
に
も
あ
る
。
「
河
」「
水
」
と
い
う
存
在
に
は
、
林
芙
美
子
が
特
別
な
愛
着
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
水
の
あ
る
土
地
に
は
希
望
が
あ
る
」
と
考
え
る
林
芙
美
子
は
、
松
花
江
が
流
れ
て
い
る
ハ
ル
ピ
ン
・
佳
木
斯
・
吉
林
市
に
比
べ
る
と
、「
満
州
国
」
の
首
都
新
京
（
長
春
）
に
つ
い
て
、「
河
の
な
い
長
春
の
今
後
の
発
展
は
の
ぞ
め
な
い
」
と
訴
え
、
新
京
に
も
「
大
運
河
の
計
画
が
つ
く
と
素
晴
ら
し
い
」（
三
〇
四
頁
）
と
提
唱
し
た
。「
街
の
灯
火
を
う
つ
す
河
の
流
れ
は
、
ど
ん
な
に
人
の
心
を
慰
め
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
運
河
と
も
な
れ
ば
、
荷
物
の
輸
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
五
五
送
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
人
も
市
も
大
繁
盛
し
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
の
だ
」
と
、
新
京
で
の
河
や
大
運
河
の
建
設
を
望
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
は
前
掲
し
た
今
川
英
子
氏
が
指
摘
し
た
「
凍
れ
る
大
地
」
に
あ
る
「
思
索
的
な
も
の
」
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
三
、
日
本
開
拓
民
に
向
け
ら
れ
た
芙
美
子
の
眼
差
し
「
満
州
国
」
は
一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
の
満
州
事
変
に
よ
り
、
中
国
東
北
地
方
を
占
領
し
た
日
本
が
、
一
九
三
二
年
、
清
朝
最
後
の
皇
帝
溥
儀
を
執
政
と
し
て
建
国
し
た
。
一
九
三
二
年
に
は
建
国
宣
言
が
な
さ
れ
、
一
九
四
五
年
八
月
に
崩
壊
を
迎
え
、
実
質
的
に
十
三
年
の
間
し
か
持
た
な
か
っ
た
。
林
芙
美
子
が
訪
れ
た
一
九
四
〇
年
と
い
う
時
点
で
、
初
め
て
の
中
国
旅
行
の
一
九
三
〇
年
と
翌
一
九
三
一
年
よ
り
、「
満
州
」
の
時
局
は
や
や
落
ち
着
い
て
お
り
、「
明
日
の
歴
史
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
兎
に
角
、
い
ま
は
何
処
へ
旅
を
し
て
も
、
満
州
で
は
不
安
だ
と
思
う
土
地
は
な
い
」（
三
一
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
一
ヶ
月
に
渡
る
旅
行
が
実
現
し
た
。
一
九
三
七
年
、「
満
州
農
業
移
民
二
十
ヵ
年
一
〇
〇
万
戸
送
出
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、「
満
州
移
民
」
は
重
要
国
策
に
な
る
。
こ
と
に
中
日
戦
争
の
戦
火
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
徴
兵
前
の
少
年
が
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と
し
て
「
満
州
」
に
送
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
人
達
の
生
活
を
見
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
林
芙
美
子
の
こ
の
旅
行
の
動
機
の
一
つ
と
見
ら
れ
る
。
１
、
開
拓
民
の
衣
食
住
問
題
「
い
ま
ま
で
は
、
先
祖
代
々
住
み
馴
れ
た
満
州
人
」
の
跡
を
継
い
で
、
現
代
で
は
「
日
本
か
ら
沢
山
の
開
拓
民
の
家
族
が
、
満
州
大
平
原
耕
作
に
甲
斐
々
々
し
く
来
て
い
る
の
だ
」。（
三
〇
五
頁
）
し
か
し
、
昔
か
ら
坦
々
と
生
活
し
て
き
た
「
満
州
人
」
に
比
べ
て
、
新
し
く
や
っ
て
き
た
日
本
人
の
方
は
、
様
々
な
面
で
困
難
に
晒
さ
れ
る
に
違
い
な
い
こ
と
に
林
芙
美
子
が
気
づ
き
、
例
え
ば
衣
食
住
問
題
に
つ
い
て
以
下
の
表
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
感
想
や
意
見
を
述
べ
た
。
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
五
六
衣（
開
拓
村
や
青
少
年
義
勇
軍
で
有
名
な
勃
利
の
駅
）（
三
一
三
頁
）
赤
い
日
本
の
コ
ー
ト
を
着
た
娘
さ
ん
が
、
毛
皮
の
つ
い
た
ス
リ
ッ
パ
の
や
う
な
下
駄
を
は
い
て
ホ
ー
ム
を
小
走
り
に
歩
い
て
ゐ
た
。
歩
く
た
び
に
、
腫
れ
た
や
う
な
あ
か
い
ふ
く
ら
は
ぎ
が
裾
か
ら
見
え
て
如
何
に
も
寒
さ
う
で
あ
る
。
日
本
の
女
の
服
装
だ
け
は
、
か
う
し
た
寒
い
土
地
で
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
事
だ
と
思
ふ
。
食
（
新
京
Ｄ
ホ
テ
ル
和
食
の
朝
食
に
つ
い
て
、
林
語
堂
の
文
章
を
思
い
出
し
、
述
べ
た
感
想
）（
三
〇
三
頁
）
日
本
で
は
上
流
の
家
庭
で
な
け
れ
ば
料
理
人
を
置
く
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
家
庭
の
女
に
、
こ
の
や
う
な
食
物
に
就
い
て
の
心
遣
い
が
な
け
れ
ば
、
ま
ず
い
も
の
も
美
し
い
色
や
、
美
し
い
味
に
変
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
料
理
を
す
る
心
は
愛
情
で
あ
り
、
誠
意
を
持
つ
よ
り
方
法
が
な
い
。
（
開
拓
村
茨
城
村
）（
三
三
二
頁
）
内
地
の
大
陸
の
花
嫁
訓
練
所
で
は
、
ど
の
や
う
な
事
を
教
え
る
の
か
私
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
満
州
風
土
の
研
究
は
な
お
さ
ら
、
食
物
に
つ
い
て
の
深
い
知
識
も
大
切
だ
と
思
ふ
。
酷
烈
な
風
土
で
は
、
そ
の
風
土
に
適
し
た
料
理
が
あ
る
。
内
地
で
も
、
そ
の
地
方
々
々
で
料
理
が
違
つ
て
ゐ
る
如
く
、
満
州
に
も
満
州
の
料
理
が
あ
ら
う
。
脂
肪
の
多
い
支
那
料
理
を
考
え
て
み
る
と
、
私
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
処
が
多
い
の
だ
。
住
（
新
京
）（
三
〇
一
頁
）
新
京
は
家
の
な
い
都
会
と
云
う
感
が
し
て
な
ら
な
か
つ
た
。「
市
井
」
と
か
「
陋
巷
」
と
云
っ
た
な
ご
や
か
な
つ
つ
ま
し
い
市
民
の
住
宅
が
少
し
も
み
あ
た
ら
な
い
。
す
べ
て
は
お
役
所
風
な
大
建
築
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
大
建
築
に
務
め
を
持
つ
人
達
は
い
つ
た
い
何
処
に
住
ん
で
ゐ
る
の
だ
ら
う
と
思
つ
た
。
（
牡
丹
江
）（
三
一
二
頁
）
こ
の
街
に
も
、
小
住
宅
は
非
常
に
少
な
い
…
（
中
略
）
…
武
林
さ
ん
の
住
宅
は
一
番
は
じ
つ
こ
の
家
で
、
な
か
は
三
部
屋
ば
か
り
あ
る
。
牡
丹
江
で
は
、
か
う
し
た
住
宅
も
中
流
以
上
で
あ
ら
う
。
今
日
は
水
道
が
凍
つ
て
出
な
い
の
だ
と
云
っ
て
…
（
中
略
）
…
か
う
し
た
寒
い
土
地
に
住
む
奥
様
た
ち
の
生
活
も
大
変
な
努
力
だ
と
思
ふ
。
（
佳
木
斯
）（
三
二
九
頁
）
移
住
し
て
ゆ
く
人
達
に
、
こ
の
住
宅
の
問
題
は
し
つ
か
り
考
へ
て
行
つ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
寒
暑
の
差
が
ひ
ど
い
満
州
地
方
で
は
、
人
間
の
住
宅
す
ら
も
風
土
と
戦
争
を
し
て
ゐ
る
や
う
な
も
の
だ
と
云
え
よ
う
。
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
五
七
「
開
拓
村
の
こ
と
も
、
青
少
年
義
勇
隊
の
こ
と
も
、
現
在
か
ら
は
、
も
つ
と
大
規
模
な
も
の
に
拡
大
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
つ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
大
規
模
な
し
つ
か
り
し
た
礎
石
を
つ
く
る
に
は
衣
食
住
の
問
題
を
い
ま
少
し
が
つ
し
り
と
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
も
の
だ
」。（
三
三
三
頁
）
と
、「
し
つ
か
り
し
た
基
礎
」
を
造
る
こ
と
を
林
芙
美
子
は
強
く
主
張
し
て
い
る
。
衣
食
住
だ
け
で
な
く
、
佳
木
斯
の
近
く
の
追
分
の
義
勇
隊
訓
練
所
を
視
察
し
た
時
、「
こ
こ
は
三
百
人
の
隊
員
だ
さ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
お
医
者
が
な
く
て
、
寮
母
さ
ん
と
い
う
年
を
と
つ
た
女
の
人
が
、
粉
薬
を
小
さ
い
紙
に
包
ん
で
ゐ
た
。
病
気
で
寝
て
ゐ
る
者
も
あ
つ
た
」
と
い
う
状
況
を
目
の
前
に
し
て
、「
こ
の
追
分
訓
練
所
で
求
め
た
い
も
の
は
、
私
は
、
若
い
寮
母
と
、
し
つ
か
り
し
た
医
者
と
数
個
の
井
戸
、
こ
の
三
つ
の
も
の
が
ど
う
し
て
も
欲
し
い
も
の
だ
と
思
つ
た
」（
三
三
三
頁
）
と
義
勇
隊
の
少
年
達
の
た
め
に
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、「
夏
に
な
る
と
、
凍
つ
た
道
が
泥
濘
に
な
つ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
も
不
通
に
な
つ
て
し
ま
う
の
だ
さ
う
で
、
病
気
に
で
も
な
つ
た
ら
そ
れ
こ
そ
死
ぬ
の
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
三
二
四
頁
）
と
い
う
宝
清
の
兵
士
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
林
芙
美
子
は
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
実
生
活
か
ら
作
品
の
基
盤
が
培
わ
れ
て
き
た
林
芙
美
子
は
「
生
活
派
」⒂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
生
活
の
基
礎
と
な
る
衣
食
住
問
題
・
医
療
問
題
を
常
に
意
識
し
、
入
植
民
の
生
活
を
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
る
。「
満
州
の
自
然
風
物
の
歴
史
を
研
究
し
な
い
で
、
隣
り
の
馬
に
で
も
乗
り
う
つ
る
や
う
な
気
楽
さ
で
は
大
変
な
眼
に
あ
ふ
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。」（
三
〇
七
）
と
い
う
言
説
に
も
う
一
回
注
目
す
る
と
、
日
本
の
開
拓
民
が
大
変
な
境
地
に
陥
っ
た
の
は
満
州
の
自
然
の
厳
し
さ
だ
け
で
な
く
、
日
本
政
府
の
成
熟
で
な
い
入
植
政
策
と
も
関
係
す
る
口
調
が
読
み
取
れ
る
。
２
、
植
民
地
開
拓
へ
の
疑
問
と
批
判
日
本
政
府
の
殖
民
地
開
拓
に
対
し
て
、「
凍
れ
る
大
地
」
と
い
う
時
点
に
お
い
て
は
、
批
判
と
い
う
よ
り
、
開
拓
民
生
活
へ
の
不
安
し
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
五
八
か
読
み
取
れ
な
い
が
、
戦
後
発
表
し
た
「
作
家
の
手
帳
」
に
あ
る
次
の
言
葉
を
読
む
限
り
、
そ
の
批
判
す
る
姿
勢
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
、
日
本
の
満
州
開
拓
の
事
業
を
考
え
て
見
ま
す
と
、
何
だ
か
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
の
寒
気
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
…
（
中
略
）
…
政
府
が
、
満
州
の
開
拓
民
の
人
々
に
ど
れ
だ
け
の
責
任
を
負
う
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
の
土
地
を
手
放
し
、
意
気
に
燃
え
て
渡
満
し
て
い
っ
た
人
々
が
、
今
度
は
ま
た
裸
で
戻
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
た
ち
の
土
地
は
も
う
故
郷
に
は
な
い
の
で
す
。⒃
林
芙
美
子
の
植
民
地
に
関
す
る
思
考
は
実
は
こ
れ
よ
り
随
分
前
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
三
四
年
日
本
の
植
民
地
の
樺
太
へ
の
旅
行
を
記
述
し
た
「
樺
太
へ
の
旅
」
で
は
、「
樺
太
に
は
野
山
と
い
う
野
山
に
樹
木
が
な
い
」「
行
け
ど
も
行
け
ど
も
墓
場
の
中
を
行
く
や
う
な
切
株
の
間
か
ら
、
若
い
白
樺
の
木
が
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
立
つ
て
ゐ
る
」
の
を
見
て
、「
名
刺
一
枚
で
広
大
な
土
地
を
も
ら
つ
て
、
切
り
た
い
だ
け
樹
木
を
切
り
た
お
し
て
売
つ
て
し
ま
つ
た
」
日
本
の
不
在
地
主
が
、「
樺
太
の
山
野
を
墓
場
に
し
て
お
く
」⒄
と
反
感
的
な
口
調
で
書
い
た
。
「
北
満
洲
」
旅
行
の
後
、
一
九
四
一
年
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
、
林
芙
美
子
は
報
道
班
員
と
し
て
、
南
方
に
派
遣
さ
れ
、
八
ヶ
月
南
方
に
滞
在
し
た
。
仏
印
の
ダ
ラ
ッ
ト
を
背
景
に
し
、
林
芙
美
子
の
畢
生
の
大
作
で
あ
る
『
浮
雲
』
に
お
い
て
も
、
富
岡
と
い
う
主
人
公
に
託
し
て
植
民
地
で
の
政
府
の
施
策
に
つ
い
て
、
反
感
が
述
べ
ら
れ
た
。
富
岡
は
山
林
事
務
所
の
山
林
官
と
し
て
、
毎
日
森
林
を
歩
き
回
っ
て
、
伐
採
の
数
字
を
軍
に
報
告
す
る
。
雄
大
な
山
林
に
面
し
て
、
山
も
湖
も
、
空
も
亦
異
郷
の
地
で
あ
り
な
が
ら
、
仏
蘭
西
人
の
よ
う
に
、
の
び
の
び
と
こ
の
土
地
を
消
化
し
き
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
が
あ
る
。
こ
の
土
地
に
は
、
日
本
の
片
よ
つ
た
狭 
い 
思 
想 
な
ぞ
は
受
け
つ
け
な
い
広 
々 
と 
し 
た 
反 
発 
が
あ
る
。
お
う
や
う
に
ふ
る
ま
つ
て
ゐ
て
も
、
富
岡
達
の
日
本
人
は
、
こ
の
土
地
で
は
、
小 
さ 
い 
異 
物 
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
何
の
才
能
も
な
く
て
、
只
、
こ
の
土
地
に
坐
ら
さ
れ
て
ゐ
る
心 
細 
さ 
が
、
富
岡
が
此
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
五
九
頃
と
く
に
感
じ
ら
れ
た
。⒅
異
国
に
い
る
異
物
と
侵
略
者
を
兼
ね
る
心
細
さ
、
そ
れ
と
、
国
家
が
描
く
野
望
の
儚
さ
と
歪
み
が
、
富
岡
に
は
感
じ
ら
れ
た
。
同
じ
南
方
体
験
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
ジ
ャ
ワ
島
に
つ
い
て
、
井
上
ひ
さ
し
が
創
っ
た
、
林
芙
美
子
の
後
半
生
を
た
ど
る
評
伝
戯
曲
│
│
「
太
鼓
た
た
い
て
笛
ふ
い
て
」（『
新
潮
』
二
〇
〇
二
年
九
月
掲
載
）
に
お
い
て
、
次
の
芙
美
子
の
台
詞
に
注
目
し
た
い
。
芙
美
子
開
拓
民
を
迎
え
入
れ
る
前
に
、
ま
ず
道
を
つ
け
る
、
次
に
運
河
を
め
ぐ
ら
す
、
そ
し
て
宿
舎
を
建
て
る
。
こ
れ
が
オ
ラ
ン
ダ
人
の
や
り
方
な
の
ね
。
…
…
四
郎
さ
ん
は
満
州
に
詳
し
い
わ
ね
。
四
郎
日
本
人
は
勇
ま
し
い
か
ら
、
鉄
砲
と
鍬
を
担
い
で
、
ど
ん
ど
ん
奥
地
に
入
っ
て
い
き
ま
す
な
。
芙
美
子
そ
う
、
道
な
し
、
水
な
し
、
住
む
と
こ
ろ
な
し
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
へ
裸
同
然
の
ま
ま
人
間
を
放
り
込
む
の
が
日
本
の
や
り
方
よ
。⒆
林
芙
美
子
が
日
本
の
開
拓
・
植
民
政
策
に
対
し
て
批
判
す
る
姿
を
井
上
ひ
さ
し
は
戯
曲
に
求
め
て
い
る
。
現
実
の
林
芙
美
子
も
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
明
確
な
形
で
そ
の
批
判
す
る
姿
勢
を
表
明
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
戯
曲
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
真
実
に
沿
っ
て
創
ら
れ
た
と
言
え
る
。
日
本
政
府
の
入
植
事
業
に
関
し
て
は
、
樺
太
、
満
州
、
仏
印
│
│
一
連
の
植
民
地
時
代
の
林
芙
美
子
の
指
摘
は
彼
女
の
文
学
を
考
え
る
時
に
非
常
に
重
視
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
お
わ
り
に
「
満
州
」
│
│
中
国
東
北
地
方
の
旧
称
。
近
代
日
本
が
本
格
的
に
「
満
州
」
に
進
出
し
た
の
は
、
日
露
戦
争
の
「
戦
果
」
と
し
て
ロ
シ
ア
か
ら
旅
順
や
長
春
間
の
鉄
道
経
営
権
を
勝
ち
取
り
、
大
連
を
拠
点
に
「
南
満
鉄
道
株
式
会
社
」（
満
鉄
）
を
設
立
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
六
〇
歴
史
上
に
は
「
満
州
国
」（
一
九
三
二
年
〜
一
九
四
五
年
）
と
い
う
日
本
の
傀
儡
国
家
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
林
芙
美
子
が
五
回
も
こ
の
「
満
州
」
を
訪
れ
た
。
林
芙
美
子
文
学
を
考
え
る
場
合
は
、
彼
女
の
戦
争
体
験
は
よ
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
七
年
の
南
京
・
翌
年
の
漢
口
攻
略
視
察
、
一
九
四
二
年
か
ら
の
南
方
徴
用
、
と
い
う
三
つ
の
行
動
に
よ
っ
て
、
彼
女
と
戦
争
と
を
深
く
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
林
芙
美
子
の
戦
争
体
験
を
考
え
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
と
あ
え
て
思
う
。「
満
州
」
と
い
う
言
葉
は
、
彼
女
の
文
学
に
お
い
て
、
先
行
研
究
を
読
む
限
り
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
恐
ら
く
外
れ
る
も
の
と
言
っ
て
い
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
杉
原
正
子
が
「
林
芙
美
子
の
文
学
の
中
で
、
最
も
多
く
登
場
す
る
旧
植
民
地
は
、
圧
倒
的
に
「
満
州
」
で
あ
る
」⒇
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
の
最
前
線
に
あ
る
、
長
い
間
日
本
の
植
民
地
と
し
て
の
「
満
州
」
に
対
す
る
林
芙
美
子
の
捉
え
方
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
私
が
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
「
凍
れ
る
大
地
」
は
、
芙
美
子
の
代
表
作
・
旅
行
記
か
ら
お
よ
そ
外
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
稿
は
林
芙
美
子
の
捉
え
た
「
満
州
」
の
あ
り
よ
う
の
再
現
を
試
み
た
。
植
民
地
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
て
も
、
戦
争
協
力
の
林
芙
美
子
を
批
判
的
に
論
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
と
い
う
支
配
者
・
殖
民
者
な
ら
で
は
の
林
芙
美
子
の
綴
り
方
は
作
品
の
中
に
少
し
も
な
い
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
最
後
に
付
け
加
え
た
い
。
も
し
、
中
国
側
・
日
本
側
と
い
う
構
図
を
分
け
て
考
え
る
と
、
日
本
側
の
描
写
は
中
国
側
よ
り
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
よ
う
な
構
成
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
川
本
三
郎
が
言
っ
た
「
満
州
と
い
う
名
の
も
う
一
つ
の
日
本
」21
と
い
う
言
い
方
が
思
い
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
満
州
」
と
い
う
空
間
は
も
う
外
地
で
は
な
く
、
日
本
の
延
長
線
に
あ
る
、
と
林
芙
美
子
が
捉
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
満
州
」
に
移
住
し
た
日
本
の
開
拓
民
・
青
年
義
勇
軍
の
生
活
状
態
、
新
京
は
国
都
と
し
て
運
河
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
指
摘
が
出
る
わ
け
で
あ
る
。
日
本
政
府
・
軍
部
が
引
い
て
く
れ
た
こ
の
枠
組
み
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
枠
組
み
に
囲
ま
れ
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
六
一
て
い
る
空
間
の
中
に
入
り
込
ん
で
、
す
べ
て
を
見
て
い
る
。
歴
史
的
に
こ
の
「
満
州
」
は
ど
ん
な
存
在
か
と
い
う
認
識
は
彼
女
に
は
ま
だ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
、
日
本
の
植
民
地
政
策
に
巻
き
込
ま
れ
た
日
本
人
を
目
の
前
に
し
て
、
日
本
の
施
策
に
対
す
る
批
判
す
る
姿
勢
、
そ
れ
と
、
戦
争
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
が
芽
生
え
た
こ
と
は
、
筆
者
が
読
ん
だ
限
り
で
は
、
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
戦
時
下
の
体
験
を
経
て
、
戦
後
の
道
筋
を
ど
の
よ
う
に
切
り
開
こ
う
と
し
た
か
と
い
う
と
、「
浮
雲
」
を
は
じ
め
と
す
る
彼
女
の
反
戦
文
学
へ
と
導
い
て
い
く
。
林
芙
美
子
に
と
っ
て
の
戦
中
と
戦
後
、
そ
の
連
続
性
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
一
九
四
〇
年
時
点
の
こ
の
「
凍
れ
る
大
地
」
は
少
し
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
註
⑴
今
川
英
子
著
林
芙
美
子
「
年
譜
」『
林
芙
美
子
全
集
（
全
十
六
巻
）』
第
十
六
巻
所
収
、
文
泉
堂
一
九
七
七
年
。
⑵
当
時
の
台
湾
・「
満
州
」・
朝
鮮
の
呼
称
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
並
べ
て
、
一
括
「
海
外
」
と
す
る
。
林
芙
美
子
の
十
回
の
海
外
体
験
は
筆
者
が
調
べ
る
限
り
で
、
付
録
一
に
ま
と
め
て
お
く
。
⑶
「
満
州
」
は
今
中
国
の
東
北
三
省
で
あ
り
、
そ
の
呼
称
に
つ
い
て
、
中
国
で
は
、
日
本
が
傀
儡
国
家
と
し
て
建
国
し
た
「
満
州
国
」
を
「
偽
満
州
国
」
と
称
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
調
査
資
料
が
当
時
に
印
刷
・
発
行
さ
れ
た
も
の
が
多
い
か
ら
、
当
時
の
呼
称
を
そ
の
ま
ま
「
」
を
つ
け
て
使
用
す
る
。
⑷
『
実
業
之
日
本
社
百
年
史
』
実
業
之
日
本
社
出
版
、
一
九
九
七
年
一
二
月
、
一
五
〇
頁
。
⑸
今
川
英
子
「
林
芙
美
子
の
ア
ジ
ア
│
│
戦
争
と
南
方
徴
用
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
九
月
、
一
四
六
頁
。
⑹
「
哈
爾
賓
散
歩
」『
改
造
』
改
造
社
、
一
九
三
〇
年
一
一
月
、
一
〇
九
頁
。
⑺
林
芙
美
子
「
凍
れ
る
大
地
」『
新
女
苑
』
実
業
之
日
本
社
出
版
、
一
九
四
〇
年
四
月
、
三
〇
〇
頁
。
本
稿
に
お
け
る
「
凍
れ
る
大
地
」
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
『
新
女
苑
』
に
よ
る
。
以
下
は
頁
数
の
み
示
す
。
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
六
二
⑻
「
事
変
の
思
い
出
」『
心
境
と
風
格
』
創
元
社
、
一
九
三
九
年
一
一
月
、
二
五
八
〜
二
五
九
頁
。
「
事
変
の
思
い
出
」
の
初
出
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
調
べ
る
限
り
で
は
、『
心
境
と
風
格
』
が
出
版
さ
れ
る
前
は
ま
だ
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、
恐
ら
く
そ
の
初
出
は
『
心
境
と
風
格
』
で
は
な
い
か
と
あ
え
て
判
断
す
る
。
⑼
「
摩
周
湖
紀
行
」：
初
出
は
『
旅
た
よ
り
』
林
芙
美
子
一
九
三
四
年
八
月
、
改
造
社
）。
⑽
前
掲
『
旅
だ
よ
り
』
一
二
七
頁
。
⑾
「
摩
周
湖
紀
行
」『
国
文
学
特
集＝
旅
と
文
学
│
北
海
道
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
四
月
、
三
一
頁
。
⑿
「
愉
快
な
る
地
図
│
│
大
陸
へ
の
一
人
旅
」『
女
人
芸
術
』
不
二
出
版
（
復
刻
版
）、
一
九
三
〇
年
一
一
月
、
五
六
頁
。
⒀
『
江
古
田
文
学
七
七
号
特
集
林
芙
美
子
没
後
六
〇
年
』
日
本
大
学
芸
術
学
部
文
芸
学
科
、
二
〇
一
一
年
八
月
、
二
〇
二
頁
。
⒁
「
十
年
間
」『
林
芙
美
子
全
集
第
一
六
巻
』
文
泉
堂
、
九
三
頁
。
⒂
保
昌
正
夫
「
林
芙
美
子
の
女
性
観
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
特
集
林
芙
美
子
の
世
界
』
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
二
月
、
五
八
頁
。
⒃
年
表
に
よ
る
と
、「
作
家
の
手
帳
」
は
一
九
四
六
年
七
〜
一
一
月
雑
誌
『
紺
青
』
に
連
載
さ
れ
た
。
こ
こ
で
の
引
用
は
文
泉
堂
版
『
林
芙
美
子
全
集
第
六
巻
』
の
四
四
頁
で
あ
る
。
⒄
「
樺
太
へ
の
旅
」
初
出
『
文
芸
』
改
造
社
、
一
九
三
四
年
八
月
、
一
四
六
頁
。
⒅
「
浮
雲
」『
林
芙
美
子
全
集
第
一
六
巻
』
新
潮
社
、
一
九
五
一
年
、
二
七
頁
。
⒆
井
上
ひ
さ
し
「
太
鼓
た
た
い
て
笛
ふ
い
て
」『
新
潮
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
二
年
九
月
、
一
〇
七
頁
。
⒇
杉
原
正
子
「
林
芙
美
子
『
浮
雲
』
試
論
」『「
昭
和
」
文
学
史
に
お
け
る
「
満
州
」
の
問
題
第
二
』
所
収
杉
野
要
吉
編
集
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
杉
野
要
吉
研
究
室
、
一
九
九
四
年
五
月
、
二
〇
〇
頁
。
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川
本
三
郎
『
林
芙
美
子
の
昭
和
』
新
書
館
、
二
〇
〇
三
年
二
月
、
二
〇
七
頁
。
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
六
三
付
録
表
一
│
林
芙
美
子
海
外
体
験
表
一
一
九
三
〇
年
一
月
一
日
〜
二
月
二
五
日
二
七
歳
台
湾
総
督
府
の
招
き
で
台
湾
旅
行
二
一
九
三
〇
年
八
月
二
〇
日
〜
九
月
二
五
日
二
七
歳
『
放
浪
記
』
の
印
税
で
中
国
大
陸
へ
の
旅
行
ハ
ル
ピ
ン
・
長
春
・
奉
天
・
撫
順
・
金
州
・
三
十
里
・
大
連
・
青
島
・
南
京
・
杭
州
・
蘇
州
。
九
月
一
九
日
内
山
完
造
の
紹
介
で
魯
迅
に
会
っ
た
。
三
一
九
三
一
年
一
一
月
〜
翌
年
五
月
二
八
歳
朝
鮮
・「
満
州
」（
ハ
ル
ピ
ン
に
着
く
の
は
一
一
月
一
三
日
）・
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
渡
欧
。
主
と
し
て
パ
リ
に
滞
在
。
一
九
三
二
年
一
月
二
三
日
パ
リ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
、
一
九
三
二
年
二
月
二
五
日
ロ
ン
ド
ン
か
ら
パ
リ
戻
る
。
帰
国
途
中
の
六
月
二
三
日
に
上
海
に
寄
り
、
二
回
目
魯
迅
に
会
っ
た
四
一
九
三
六
年
九
月
〜
一
〇
月
三
三
歳
自
費
で
「
満
州
」・
山
海
関
・
北
平
に
遊
び
、
中
国
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
中
の
夫
・
林
緑
敏
と
北
平
で
合
流
。
五
一
九
三
七
年
一
二
月
三
四
歳
南
京
陥
落
に
際
し
、「
毎
日
新
聞
」
の
特
派
員
と
な
り
、
上
海
・
南
京
に
赴
い
た
。
六
一
九
三
八
年
九
月
〜
一
二
月
三
五
歳
漢
口
の
攻
略
を
控
え
、
国
民
の
戦
意
の
昂
揚
を
は
か
る
た
め
に
内
閣
情
報
部
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
ペ
ン
部
隊
」
の
一
員
と
し
て
上
海
に
派
遣
さ
れ
る
。
上
海
以
後
単
独
行
動
を
と
り
、「
稲
葉
部
隊
」
に
従
軍
。
途
中
、
朝
日
新
聞
社
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
換
え
、
十
一
月
二
二
日
、
漢
口
に
報
道
記
者
と
し
て
一
番
乗
り
を
し
た
。
七
一
九
四
〇
年
一
月
五
日
〜
二
月
三
日
三
七
歳
「
北
満
」
旅
行
。
安
東
・
長
春
・
牡
丹
江
・
佳
木
斯
・
宝
清
・
綏
芬
河
な
ど
を
回
っ
て
見
た
。
八
一
九
四
〇
年
一
一
月
三
七
歳
新
居
格
・
小
林
秀
雄
ら
と
朝
鮮
講
演
旅
行
九
一
九
四
一
年
九
月
一
七
日
〜
九
月
二
九
日
三
八
歳
朝
日
新
聞
社
の
飛
行
機
に
よ
る
「
満
州
」
国
境
慰
問
。
大
仏
次
郎
・
窪
川
（
稲
多
）
稲
子
・
横
山
隆
一
ら
と
同
行
。
「
満
州
国
」
建
国
一
〇
周
年
に
あ
た
っ
て
、「
文
芸
使
節
」
と
呼
ば
れ
、
奉
天
（
瀋
陽
）・
新
京
（
長
春
）・
ハ
ル
ピ
ン
を
回
っ
て
、
講
演
を
行
っ
た
。
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
六
四
十一
九
四
二
年
一
〇
月
〜
五
月
三
九
歳
報
道
班
員
と
し
て
、
南
方
に
派
遣
さ
れ
、
仏
印
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ジ
ャ
ワ
ー
、
ボ
ル
ネ
オ
な
ど
に
八
ヶ
月
滞
在
、
現
地
人
の
間
で
生
活
し
た
。
注：
付
録
表
一
は
、
根
拠
を
以
下
の
三
つ
に
置
き
、
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
①
文
泉
堂
版
『
林
芙
美
子
全
集
（
全
十
六
巻
）』
第
十
六
巻
所
収
今
川
英
子
著
林
芙
美
子
「
年
譜
」
②
久
保
卓
哉
は
「
林
芙
美
子
蔵
魯
迅
親
筆
銭
起
「
帰
雁
」
詩
に
つ
い
て
－
こ
れ
ま
で
の
定
説
と
新
見
解
」（
福
山
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
二
〇
一
〇
年
三
月
）
③
朝
日
新
聞
（
北
満
洲
版
）
一
九
四
九
年
九
月
〜
一
〇
月
一
日
付
録
表
二
│
│
林
芙
美
子
北
満
旅
行
行
程
表
月
日
滞
在
地
一
月
五
日
東
京
出
発
一
月
六
日
九
時
下
関
着
一
〇
時
関
釜
連
絡
船
に
乗
り
、
下
関
港
発
一
八
時
釜
山
港
着
一
九
時
新
京
行
き
急
行
一
号
「
ひ
か
り
」
に
乗
り
、
釜
山
港
発
一
月
七
日
安
東
（
現
遼
寧
省
丹
東
市
）
着
原
ハ
ル
ピ
ン
領
事
館
領
事
、
現
安
東
採
木
公
司
の
理
事
八
木
氏
の
官
邸
に
訪
問
す
る
一
月
七
日
〜
一
月
九
日
安
東
採
木
公
司
の
官
舎
に
三
日
間
泊
ま
る
八
木
氏
が
関
係
す
る
製
材
所
と
製
紙
公
司
を
見
学
す
る
。
休
養
を
取
る
一
月
一
〇
日
正
午
新
京
行
き
急
行
一
号
「
ひ
か
り
」
に
乗
り
、
安
東
発
夜
新
京
着
朝
日
新
聞
記
者
渡
辺
氏
の
宅
に
一
泊
泊
ま
る
一
月
一
一
日
渡
辺
氏
の
案
内
で
新
京
を
見
物
す
る
。
日
本
橋
の
Ｄ
ホ
テ
ル
泊
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
六
五
月
日
滞
在
地
一
月
一
二
日
昼
間
一
人
で
秋
林
デ
パ
ー
ト
で
毛
皮
を
買
う
夕
方
満
鉄
の
八
木
秋
子
氏
の
案
内
で
宝
山
デ
パ
ー
ト
で
肌
着
を
買
う
Ｄ
ホ
テ
ル
泊
一
月
一
三
日
二
三
時
四
五
分
牡
丹
江
行
き
の
汽
車
に
乗
り
、
新
京
発
。
朝
日
新
聞
の
伝
書
鳩
班
松
田
氏
ら
五
人
同
行
一
月
一
四
日
二
〇
時
頃
牡
丹
江
着
駅
前
の
富
士
ホ
テ
ル
泊
一
月
一
五
日
朝
食
大
和
ホ
テ
ル
昼
か
ら
松
田
氏
の
自
動
車
で
牡
丹
江
を
見
物
す
る
牡
丹
江
郊
外
に
あ
る
軍
隊
を
訪
問
し
、
前
田
少
将
に
会
う
牡
丹
江
一
泊
（
富
士
ホ
テ
ル
か
ど
う
か
判
明
で
き
な
い
）
一
月
一
六
日
朝
牡
丹
江
を
発
っ
て
、
佳
木
斯
に
向
う
。
松
田
氏
同
行
汽
車
は
昼
過
ぎ
林
口
、
一
六
時
に
勃
利
、
一
八
時
頃
に
彌
栄
駅
に
停
ま
り
二
一
時
頃
佳
木
斯
に
着
。
旅
館
伊
勢
屋
泊
一
月
一
七
日
鈴
木
氏
の
案
内
で
佳
木
斯
を
見
物
す
る
夕
食
は
鈴
木
氏
奥
さ
ん
の
手
作
り
料
理
。
旅
館
伊
勢
屋
泊
一
月
一
八
日
七
時
鈴
木
氏
と
佳
木
斯
飛
行
場
へ
。
四
人
乗
り
小
型
飛
行
機
で
宝
清
へ
一
〇
時
頃
宝
清
飛
行
場
着
陸
赤
木
少
佐
と
兵
隊
が
出
迎
え
、
赤
木
少
佐
官
舎
へ
向
う
一
一
時
鈴
木
氏
と
兵
舎
へ
行
く
。
兵
舎
で
木
下
少
佐
ら
と
昼
食
午
後
陸
軍
病
院
で
塩
加
井
中
佐
に
咽
喉
利
リ
ゴ
ー
ル
を
塗
っ
て
も
ら
う
協
和
主
催
の
座
談
会
に
出
る
。
陸
軍
病
院
で
講
演
夕
食
赤
木
少
佐
の
官
舎
夕
食
後
鷹
亭
の
前
の
旅
館
の
広
間
で
協
和
会
主
催
の
町
の
座
談
会
に
出
席
九
時
頃
赤
木
官
舎
に
戻
り
、
泊
ま
る
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
六
六
（
ソ
テ
イ
テ
イ
・
吉
林
大
学
（
中
国
・
長
春
）
外
国
語
学
院
講
師
）
月
日
滞
在
地
一
月
一
九
日
朝
食
赤
木
官
舎
一
〇
時
四
〇
分
宝
清
飛
行
場
離
陸
佳
木
斯
へ
一
一
時
五
〇
分
佳
木
斯
飛
行
場
着
陸
夕
食
鈴
木
夫
妻
の
部
屋
大
陸
ホ
テ
ル
泊
一
月
二
〇
日
佳
木
斯
の
街
を
回
る
。
忠
霊
塔
を
参
る
。
公
認
の
賭
博
場
に
も
入
っ
て
み
る
松
花
江
を
渡
っ
て
、
連
江
口
、
岩
城
村
、
茨
城
村
な
ど
の
開
拓
村
を
視
察
し
た
大
陸
ホ
テ
ル
泊
一
月
二
一
日
午
前
佳
木
斯
か
ら
一
時
間
か
か
る
追
分
に
あ
る
青
年
義
勇
隊
を
夕
方
ま
で
視
察
し
た
夕
方
彌
栄
村
へ
。
彌
栄
村
を
し
ば
ら
く
歩
き
、
福
島
氏
や
村
長
の
話
か
ら
、
開
拓
村
に
あ
る
青
春
的
な
精
神
力
を
感
じ
る
夜
佳
木
斯
へ
戻
る
。
大
陸
ホ
テ
ル
泊
一
月
二
二
日
昼
間
は
大
陸
ホ
テ
ル
で
過
ご
し
、
夕
方
、
買
い
物
に
行
く
大
陸
ホ
テ
ル
泊
一
月
二
三
日
九
時
汽
車
で
佳
木
斯
を
発
つ
二
一
時
頃
牡
丹
江
着
。
駅
前
の
富
士
ホ
テ
ル
泊
一
月
二
四
日
牡
丹
江
の
街
を
回
る
。
富
士
ホ
テ
ル
泊
一
月
二
五
日
八
時
牡
丹
江
発
、
綏
芬
河
へ
一
月
二
五
日
以
降
「
凍
れ
る
大
地
」
は
未
完
で
終
っ
て
い
る
の
で
、
二
月
三
日
に
東
京
へ
戻
る
ま
で
の
行
程
は
未
詳
注：
付
録
表
二
は
、
根
拠
を
以
下
の
二
つ
に
置
き
、
作
成
し
た
。
①
林
芙
美
子
「
凍
れ
る
大
地
」『
新
女
苑
』
一
九
四
〇
年
四
月
号
②
久
保
卓
哉
は
林
芙
美
子
と
凍
れ
る
大
地
│
満
州
宝
清
へ
の
旅
」（
福
山
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
二
〇
一
一
年
三
月
）
該
論
文
は
、
林
芙
美
子
の
こ
の
四
回
目
の
満
州
旅
行
の
旅
程
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
芙
美
子
が
訪
れ
た
宝
清
と
い
う
町
に
自
ら
入
っ
て
真
実
に
迫
っ
て
調
査
を
行
っ
た
。
林
芙
美
子
の
「
満
州
」
体
験
六
七
